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１． はじめに 
 

（１）特許検索ガイドブックとは 

 
特許文献は、最先端の技術情報です。企業、大学などの研究者にとって、技術知識

の習得、重複研究の排除のために有用であり、また知的財産担当者が権利化可能性の

調査を行うために不可欠なものとなっています。更に研究戦略や知財戦略の構築のた

めにも役立つ情報であるといわれています。 

現在、公開公報等の特許文献は我が国だけでも４０００万件以上あります。しかも、

これらの特許文献の数は増加の一途をたどっています。 
今後は、有用な特許情報に如何に効率的にアクセスするかが、研究者や知的財産担

当者にとっての重要な課題となってくると考えられます。 

 それでは、これらの膨大な特許文献の集合を前にして、有用な特許情報に的確かつ

効率的にアクセスするためにはどうしたらいいのでしょうか。 
 一言で言えば 
「何を探すかを明確に把握し、最も適した検索キーを用いること」 
 に尽きると思います。つまり、膨大な特許文献の集合の中から、的確にしかも効率

的に必要とする先行技術を発見するためには、ただ漠然と同じような文献を探すので

はなく、何を探すかを明確に把握し（つまり目的意識を持って）、その探すポイントに

最も適した検索キーを使い分けることが必要になるということです。 
 特許庁の審査官が主に用いる検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等1が挙げ

られますが、これらの検索キーの情報は容易に入手することができます。 
 しかし、実際の検索方法を見てみると、多くの利用者がキーワードを用いた検索に

頼っているのが現実のようです。 
 キーワード検索は、単語を直接入力する方法なので検索する方にとって分かりやす

い反面、用語が必ずしも統一されていない特許文献の中から必要な情報を的確かつ効

率的に発見するという観点から見れば、必ずしも効果的とは言えません。 
Ｆタームは、一定の技術範囲を種々の技術的観点から多観点で区分したものであり、

例えば、目的、用途、構造、材料、製法、処理操作方法、制御手段などの多数の技術

的観点から技術を区分したタームリストに基づいて、各特許文献ごとにその技術的特

徴を示すＦタームが付与されています。又、ＦＩは、ＩＰＣをさらに細展開したもの

です。ＦタームやＦＩは、技術の特徴から絞り込むための検索キーであり、特許文献

を検索する際には、キーワードよりも、ＦタームやＦＩの方が検索キーとして適切な

                                            
1 使用される主な用語欄を参照。 

 



 

場合もかなり多いものです。そのため、先行技術調査を的確かつ効率的に行うために

は、ＦタームやＦＩ等の検索キーについての知識と理解が必須となるといえます。 
 この「特許検索ガイドブック」は、特許庁の審査官が、実際に先行技術調査を行っ

た経験に基づいて作成しており、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等の検索キーに関する知識

をお持ちである方が利用する前提で説明されています。これらをあまりご存じでない

方は、まずＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等に関するテキスト等をお読みになることをお勧

めします。そのあとで、この特許検索ガイドブックを読めば、ＦタームやＦＩ等の検

索キーについての知識や理解をさらに深めるために役立つ情報が詰まっていることが

ご理解いただけるものと思います。 
 
 

（２）先行技術文献調査を行う前に 

 ａ．検索ポイントの把握と変更 

 
 効果的に先行技術文献を探すためには、まず、「何を探すか」を明確に把握する必要

があります。 
 例えば、ある出願に対する先行技術文献を調査する場合、その出願の特許請求の範

囲の記載だけではなく、発明の詳細な説明の記載や図面等も確認したうえでその出願

のポイントを把握し、「何を探すか」を総合的に判断することが必要となりますし、自

身の発明やアイディアに対する先行技術文献を調査する場合、自身の発明やアイディ

アのポイントをきちんと把握することが必要となること等が挙げられます。 
 また、「何を探すか」の「何」をあまり限定しすぎず、調査結果に応じて検索キーを

変更することや、探すポイントを変更することも重要です。 
 まず、検索キーの変更ですが、例えばキーワードによる検索で先行技術文献が発見

できなかった場合、ＦタームやＦＩ等を用いた検索を行うと発見できる場合がありま

すので、検索キーの選択は非常に重要になります。そして、最初にどの検索キーを用

いるかは、探すポイントに応じて選択することとなります。 
 次いで探すポイントの変更ですが、特許法には「進歩性」という考え方があり、「発

明の属する技術の分野における通常の知識を有する者（一般に「当業者」といいます）

が、容易に発明をすることができた発明」は、特許にはならないという規定がありま

す。このことは、先行技術文献を調査する場合、ある発明と同じ発明を探すだけでは

先行技術文献調査としては不十分であることを意味します。 
たとえば「Ａ」というポイントを探して発見できなかった場合、そこで検索を終了

するのではなく、「Ａ」は「ＢとＣとの組み合わせでもできる」と判断した場合、「Ｂ」

または「Ｃ」を検索することが必要になるということです。また、その組み合わせの

パターンも数種類考えられる場合があり、それに応じて検索するポイントを変更して

 



 

いくことになります。 
このように、先行技術文献調査は、適切な検索キーを選択し必要に応じて変更する

こと、「進歩性」を考慮に入れつつ「何を探すか」を決め、そしてそれを臨機応変に変

更することがきわめて重要なポイントとなります。 
 

ｂ．検索キーについての知識と理解、検索式の決定 

 
 検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、キーワード等があり、これらの検索

キーの構造・特徴を良く理解した上で、探したい発明等に応じてこれらの検索キーを

使い分けることが必要になります。 
 また、どの技術分野を検索するのかも重要なポイントです。検索する技術分野の決

定には上述の「何を探すか」の決定が密接に関連してきます。探すポイントによって

は、検索すべき範囲が特定の技術分野に限定されないことがあるからです。 
 技術分野を決定した後は検索式を構築することになります。そして、その検索結果

に応じて、上記ａ．で述べた考え方を利用して検索式の変更や、検索する技術分野の

変更等を行うことになります。 
 

ｃ．説明会テキスト等の利用 

 
 特許庁では、特許庁ホームページ（http://www.jpo.go.jp/indexj.htm）において、各

種説明会や講演会で用いられたテキスト等を公開していますので、必要に応じてご活

用下さい。 
 

（３）使用される主な用語 

 
 以下、特許検索ガイドブック中によく出てくる用語を簡単に紹介します。詳しい説

明は割愛しますが、検索を効果的に行うためにも、他のテキスト等を利用して検索キー

については良く理解するようにして下さい。 
 
 ＩＰＣ：世界５０か国以上で共通に使用されている国際特許分類（International 

Patent Classification）。１９７１年に作成された「国際特許分類に関するスト

ラスブール協定」に基づいて作成され、同協定の加盟国で利用されている。日

本では１９８０年からＩＰＣを採用している。 
  
ＦＩ：ＩＰＣをさらに展開するために、展開記号、分冊識別記号をＩＰＣに付加し

 



 

たもの。特許審査における先行技術のサーチを効率的に行うことを目的として

付与されており、国内でのみ使用される。展開記号は、ＩＰＣの最小単位であ

るグループを更に細かく展開するために用いる記号で、原則として１０１より

始まる３桁の数字が使用される。分冊識別記号は、ＩＰＣまたは展開記号をさ

らに細かく展開するために用いる記号で、「Ｉ」、「Ｏ」を除くＡ～Ｚのアル

ファベット１文字が使用される。 
 
 Ｆターム：特許審査の先行技術文献サーチを迅速に行うための機械検索用に特許庁

が開発した技術項目。一ないし複数のＦＩが付与された文献を、種々の技術的

観点から多観点で区分してあることが特徴。目的、用途、構造、材料、製法、

処理操作方法、制御手段などの多数の技術的観点から技術を分類したタームリ

ストに基づいて各文献ごとにＦタームを付与することにより、関連先行技術を

絞り込むことを目指している。テーマコードとは、英数字５桁からなり、ＦＩ

を所定の技術分野ごとに括ったＦタームでの検索範囲となる技術単位のこと。 
 
 ＥＣＬＡ：欧州特許庁（ＥＰＯ）において用いられている、ＩＰＣを細かく展開し

た独自の特許分類。European Patent Classification。 
 
 ＵＳＣ：米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）において用いられている独自の特許分類。 
 
ＪＯＩＳ®：独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が提供する、科学技術に関

する情報を収録した情報提供サービス。JST Online Information System。 
 
ＤＷＰＩ：トムソンサイエンティフィックが提供する世界４０カ国相当の特許情報

を収録したデータベース。Derwent World Patent Index®。 
 
ＳＴＮ®：化学構造や化学反応、特許文献の検索に強みを持ち、豊富な科学技術情

報を収録した情報提供サービス。The Scientific and Technical Information 
Network。 
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Ⅰ 本 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

１．技術の基礎                                              

 

 本技術分野は、電子写真用粉体現像剤であるトナーのうち、重合トナー（ケミ

カルトナー）に関するもので、ＦＩでは、Ｇ０３Ｇ９／０８，３８４に分類され

る技術である。 

 近年、ケミカルトナーの中でも、特に微粒子を凝集させてトナー粒子に成長さ

せる凝集・会合工程を経て形成されるトナーが注目されており、本検索ガイドブ

ックでは、主としてこのトナーについて詳説する。 

（１） 重合トナー 

① 粉砕トナーと重合トナー 
トナーは、製造方法によって粉砕トナーと重合トナーに大別される。粉砕ト

ナーは結着樹脂、着色剤、離型剤等を加熱しながら溶融、混練し、これを冷

却後に機械的に粉砕して製造するものである。粉砕トナーの形状は一般に不

定形であることから、トナー自体の流動性や帯電性などのトナーの基本的特

性を損なうという品質上の問題が生ずる。 

一方、重合トナー等と呼ばれるいわゆるケミカルトナーは、液体中で液滴と

してトナーを製造するため、基本的には球状の粒子を得やすい。 

② 重合トナーの種類 
Ａ．懸濁重合トナー 

結着樹脂用モノマーに着色剤、離型剤等を溶解させた後、そのモノマー溶液

を水性媒体中で機械的剪断力によりモノマー滴として懸濁させ、重合を行っ

て得られるトナーである。 

Ｂ．溶解懸濁トナー 

溶媒中に結着樹脂、着色剤、離型剤等を溶解して油相を得、その油相を水系

媒体中に油滴として懸濁させた後、溶媒を除去して得られるトナーである。 

Ｃ．乳化重合凝集トナー 

水系媒体中で、乳化重合により得られた樹脂微粒子と、着色剤や離型剤等を

凝集させ、加熱により融着させて得られるトナーである。 

（２） 乳化重合凝集トナーの特徴 

① 製法 
まず、樹脂微粒子（ラテックス）、着色剤分散液、離型剤分散液を準備する。

樹脂微粒子は、水系媒体中でモノマーを乳化重合して得られる乳化重合樹脂

粒子が用いられる。次に、これらの材料を水系媒体中に分散させ、加熱、凝

集剤添加等の方法により所定の粒径なるように凝集させる。その後、凝集系

内の温度を樹脂のガラス転移点以上の温度以上に加熱し、凝集体を融合、合

一させることによってトナーを得る。 

 

 

 



着色剤

分散液

樹脂微粒子

分散液 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加熱・凝集剤添加 

等により凝集 

トナー 

図１．乳化

② 製造方法の特徴 
乳化重合凝集法では、トナ

離型剤等を微粒子分散液と

粒子サイズ、構造、構成や

に、凝集、融合時のｐＨ、

形状や粒径の制御も比較的

③ 電子写真プロセスとのマ
トナー形状は、電子写真プ

響が大きい。転写効率の観

特にクリーニング部材がブ

にした方がクリーニング性

件を調整することにより、

のものまで、トナー形状を

設計の自由度の拡大に寄与
加熱により融着

重合凝集トナーの製

ーを構成する材料

して個別に調整で

表面性状等を任意

温度、時間調整も

容易である。 

ッチング 

ロセスにおける転

点からは、トナー

レードである場合

は向上する。乳化

球状のものからポ

容易に制御できる

している。 
造方法

であるバインダー樹脂、着色剤、

きるため、材料微粒子分散液の

に制御することができる。さら

個別に調整できるため、トナー

写及びクリーニングに対する影

は球状である方が好ましいが、

には、トナーの形状をやや異形

重合凝集トナーは、その製造条

テト形状と呼ばれる異形の形状

ため、電子写真装置のプロセス



２．先行技術文献調査を効果的に行うための基礎知識                     

 

 

(1)作成分野 

  以下のＩＰＣに分類されるトナーの製造方法を網羅する 

  Ｇ０３Ｇ ９／０８，３８１ トナーの製造方法 

  Ｇ０３Ｇ ９／０８，３８４ 重合法によるトナーの製造方法 

 

(2)主なサーチ対象 

 電子写真技術・トナー製造技術共に、技術開発を日本企業がリードし

ており、主として国内特許文献をサーチ範囲とすることが最も効率的な技

術分野である。 

 

(3)凝集会合工程を含むトナー製造方法のサーチ手法 

  凝集会合工程を含むトナーは、凝集会合工程に使用される樹脂微粒子

の製造方法によって、樹脂組成物を有機溶媒に溶解した後、水系媒体中

に分散したものと、乳化重合微粒子を使用したものと、２種類に大別さ

れる。 

  凝集会合工程を経て製造されたトナーは、凝集条件と凝集に用いられ

る微粒子種の選択・段階的凝集の導入とにより細かい形状制御と、ワッ

クスの分散状態等の内部構造の制御が可能である点に特徴を有し、特有

の形状に関連した転写機構（中間転写）やクリーニング機構とを結び付

けた技術、トナー内部構造に関連し定着装置とを結びつけた技術がみら

れる。 

  各々について、以下の要領でサーチする。 

 

 凝集会合工程に共通の構成 

・ トナーの製造方法に関するサーチツール（ＦＩ・Ｆターム・ワード）

を用いて、類似する凝集会合工程に関する文献をサーチする。 

・ Ｇ０３Ｇ９／０８，３８１はトナーの製造方法一般に関するＦＩであ

り、製造方法に特徴のある文献に付与されている。 

・ 製造方法に特徴のある文献に付与されるＦタームは、２Ｈ００５ＡＢ

０３である 

・ 上記[Ｇ０３Ｇ９／０８,３８１+ＡＢ０３]の文献集合に対して、 

 凝集会合法に関連する以下のワードを使用してテキスト検索を行う。 

 例：凝集+会合+融着+合一 

ここで、凝集・融着は一般的なトナーの凝集現象や感光体への融着現

象を拾ってしまいノイズとなるため、検索フィールドとして、／ＣＬ、

／ＦＷ等に限定すると効率的に検索が可能である。 



 

凝集会合工程に使用される樹脂微粒子の製造方法に特有の構成 

 ・前記凝集会合工程に共通の構成をサーチする手法により作られた文献 

  集合に対し、更に、樹脂微粒子の製造方法や樹脂種を特定する条件を  

  付加して検索結果の絞り込みを行う。 

・ ビニル系乳化重合微粒子を使用する場合には、重合法に関するＦＩと

してＧ０３Ｇ９／０８，３８４、Ｆタームとして２Ｈ００５ＡＢ０６、

スチレンアクリル系樹脂種のＦＩとしてＧ０３Ｇ９／０８，３２５、

Ｆタームとして２Ｈ００５ＣＡ０２が有効である。 

・ ポリエステル樹脂溶液の水系分散体を使用する場合には、ポリエステ

ル樹脂種のＦＩとしてＧ０３Ｇ９／０８，３３１、Ｆタームとして２

Ｈ００５ＣＡ０８が有効である。 

凝集会合法トナーに特有なトナー形状とトナー内部構造 

・ 形状・内部構造に特徴のあるトナーについて記載された文献に付与さ

れたＦＩ・Ｆタームに対して、形状を特定するパラメータをテキスト

検索することによって文献集合を絞り込む。内部構造は特にワックス

の分布状態に対して規定されていることが多い。 

・ 形状限定に関するＦＩは、Ｇ０３Ｇ９／０８であり、ワックスについ

てはＧ０３Ｇ９／０８，３６５である。 

・ 形状限定・内部構造に関する数値限定に対するＦタームは、ＥＡ００

（特性/数値限定）とＥＡ１０(その他)である。 

 

(4)電子写真用トナー以外の分野のサーチ 

凝集会合法トナーと関連の深い電子写真プロセス 

・凝集会合法トナーに特有の形状と関連のある電子写真プロセスとして

クリーニング工程、現像工程、転写及び中間転写工程がある。各プロ

セスに対応するＦＩとＦタームテーマは以下のとおりである。 

  

 クリーニング工程：Ｇ０３Ｇ２１／００，３１０ 

２Ｈ１３４[電子写真におけるクリーニング・その他] 

 現像工程    ：Ｇ０３Ｇ１５／０６～１５／０８ 

２Ｈ０７３[電子写真における現像一般；現像プロセス]、 

２Ｈ０７７[電子写真における乾式現像] 

 転写工程    ：Ｇ０３Ｇ１５／１４～１５／１６ 

２Ｈ２００[電子写真における帯電・転写・分離] 

 中間転写    ：Ｇ０３Ｇ１５／０１，１１４@A Ｇ０３Ｇ１５／１６ 

２Ｈ３００[カラー電子写真]  

２Ｈ２００[電子写真における帯電・転写・分離] 

・凝集会合法トナーに特有のワックス分散状態と関連のある電子写真プロセスとし

ては定着工程がある。 



 定着工程    ：Ｇ０３Ｇ１５／２０ 

２Ｈ０３３[電子写真における定着] 

 ・また最近の技術では、各色カラートナー特性間のバランスについて規定する技術

も多いため、以下のＦＩ及びＦタームを併用して使用することもある。 

  カラー現像方法  ：Ｇ０３Ｇ１５／０１、 

２Ｈ３００[カラー電子写真] 

 

(5)各種凝集会合製造方法の概要 

 乳化重合樹脂微粒子の凝集会合法 

・ スチレンアクリル系モノマーを水系媒体中に乳化重合させて得られる

微小な樹脂微粒子分散液と、界面活性剤によって水系媒体中に同様に

分散されたワックス分散液・顔料分散液・ＣＣＡ分散液・磁性剤分散

液等とを混合して、各種成分を凝集会合させてトナー粒子とする製造

方法 

・ 乳化重合樹脂微粒子を製造する際に、ワックスをモノマーに溶解させ

ることにより樹脂微粒子を内包させるタイプ、ワックスシード乳化重

合を行うタイプなどの改良型があり、トナー粒子中でのワックスの分

布状態を制御することができる 

・ 凝集会合させるための凝集力付与の方法は、電解質添加によって塩析

を行う方法と、加熱により自然凝集する方法があり、凝集会合工程の

条件コントロールによって、トナー粒子の形状及び表面状態を制御す

ることができる。 

・ 凝集会合工程において、供給する微粒子分散液の種類を変えて多段階

凝集することにより、多層構造を形成するタイプがある。 

 

 ポリエステル湿式分散粒子の凝集会合法 

・ ポリエステル樹脂を有機溶媒に溶解した後、界面活性剤を含む水系媒

体中で分散させて樹脂微粒子を形成し、これに水系媒体中に同様に分

散されたワックス分散液・顔料分散液・ＣＣＡ分散液等とを混合して、

各種成分を凝集会合させてトナー粒子とする製造方法 

・ ポリエステル樹脂として、活性水素と反応可能な基を導入した変性ポ

リエステル樹脂を使用し、水系媒体中に活性水素基を有する硬化剤を

導入して、凝集会合しながらポリエステル樹脂の一部架橋を行うタイ

プがある。 

 

 転相乳化法  

・極性基を有する（酸価が高い等）ポリエステル樹脂／スチレンアクリ

ル系樹脂には自己水分散性という特性があり、これを利用したもので

ある。ポリエステル樹脂／スチレンアクリル系樹脂中の極性基を親水

性にして水系媒体中に分散させた後、pH 調整により親油性にして樹脂



微粒子を析出させて、樹脂微粒子の水系媒体分散液を形成する。樹脂

微粒子の水系媒体分散液に、顔料分散液・ワックス分散液・ＣＣＡ分

散液などを添加して凝集会合し、トナー粒子を形成する工程は、凝集

会合法に共通である。 

 

 



３．検索式作成のテクニック

（１）使用する主なサーチツール

　

【分野ごとのサーチ範囲一覧】

２Ｈ００５
ＦＩ 技術事項 FI Fターム テキスト STN

G03G9/08
トナー粒子の形状に特徴がある（円
形度、凹凸、ポテト状他）

△2H005AA15 ◎

G03G9/08
トナー粒子の構造に特徴がある（海
島構造、微粒子凝集、添加剤分散

△2H005AA15 ◎

G03G9/08,311 ・コア－シェル構造のトナー粒子 ○ ○2H005AA11 ○

G03G9/08,381
トナー粒子の形成方法にポリマー
鎖の重合、伸長以外の点で特徴が
ある（凝集工程など）

△
△2H005AB01
△2H005AB03
△2H005AB09

○

G03G9/08,384
重合トナーであることを前提にしたト
ナー粒子形成方法に特徴がある

△ △2H005AB06 ○

G03G9/08,325
ビニル系（スチレン、アクリル系）バ
インダーに特徴がある

△
△2H005CA02
△2H005CA03
△2H005CA04

△

G03G9/08,331
ポリエスエル系バインダーに特徴が
ある

△ △2H005CA08 △

G03G9/08,365
ワックス（離型剤）またはその分散
に特徴がある

○
△2H005AA06
△2H005CA14

○ △

G03G9/08 各種物性、パラメータ
△2H005EA00
△2H005EA10

○

FI、Fタームとも単独では絞り込みが殆ど不可能なので、両者を併用してサーチ範囲を絞る必要
がある。
発明の特徴に関連した用語とその類義語を適切に選択すればテキスト検索も有効となる。
パラメータや物性の場合は、トナー粒子の構造上の何を表すパラメータか、何に依存して（製造
方法や材料の種類など）決まる物性か、といった具体的な技術事項をまず把握してから適した
検索ツールを選ぶのが良い。

１．ここでは、検索にどのサーチツールを用いるかを重みを付けてＦＩごとに
記載しています。
２．重み付けの順序は、◎、○、△、無印となります。
　　（無印はサーチ不要という意味ではありません。）
３．なお、ここで述べた有効性、必要性は一般論であり、サーチのポイントに
応じて異なる事に注意してください。



8 0

（２）関連分野

　トナー粒子は電子写真画像形成方法で用いるものなので、その特徴は電子写真を前提にしてお
り、したがって他分野のサーチが必要になることは少ないが、電子写真における各工程がトナーの
設計に関係するので注意が必要。

本作成分野 関連先の分野
テーマ ＦＩ 検索対称 ＦＩ 技術内容 Ｆターム

2H005 G03G9/0

トナー粒子形状の
制御によるブレード
クリーニング特性の
改善

G03G21/00,31
電子写真にお
けるトナーの
クリーニング

2H134

HD00　ブレードによる
もの
KD00　クリーニング部
材の材料

トナー粒子と現像工
程の関係

G03G15/06－
15/08

電子写真にお
ける現像

2H073 CA00　現像一般

G03G13/08-
13/08@Z
G03G15/08-
15/08,507@Z

電子写真にお
ける乾式現像

2H077 AC00　現像剤の搬送

トナー粒子と転写工
程の関係

G03G15/14－
15/16

電子写真にお
ける転写

2H200 JA00　トナー像の転写

トナー粒子と多色画
像形成（色重ね）と
の関係

G03G15/01,11
4@A
G03G15/16

カラー電子写
真
電子写真にお
ける転写

2H300
EC00　多色画像形成
装置の中間転写体
EJ21　現像剤の具体
的構造が開示

2H200 JC00　中間転写体
トナー粒子と定着工
程の関係

G03G15/20
電子写真にお
ける定着

2H033
BB00　熱ローラ定着
BA58　現像剤

トナー粒子とクリー
ナレス現像

G03G21/00
電子写真にお
けるクリーニン
グ

2H134
HF11　他の装置がク
リーニング装置を兼ね
るもの



（３）テキスト検索に有効なワード

【テキスト検索において留意する事項】

ポテト状、ジャガイモ状 →不定形 →異形

凝集、凝集法 →会合 →塩析 →塩析／融着
→共凝集 →ヘテロ凝集

融合 →融着 →熟成

海島（構造） →ドメイン →マトリックス →分散径
→ボロノイ多角形 →（微）分散

（ポリマー鎖）伸長 →伸長反応 →架橋 →ケチミン
→プレポリマー

微粒子分散 →ワックス微粒子

乳化凝集 →乳化重合 →ケミカルトナー →EAトナー

多段重合

多段（階）凝集 →付着粒子

形状制御 →非球形化処理 →変動係数 →標準偏差

粒（子）径分布 →Ｄｖ／Ｄｎ →Ｄｖ／Ｄｐ →標準偏差
→体積平均、個数平均→変動係数

凝集剤 →金属塩 →界面活性剤 →塩析剤
→電解質

ガラス転移点 →ガラス転移温度 →Ｔｇ

ｐH →酸性 →塩基性 →アルカリ

分散安定剤

重合開始剤 →連鎖移動剤 →分子量調整剤 →重合禁止剤

　基本的に有効なＦＩ、Ｆタームがない場合にテキスト検索を行う。
　その際、各種技報、論文などで用いられた標準技術用語をワードとして用
いると有効である。
　注）　ここで述べたキーワード及びその類義語は、類義語を考える際の参考
となる例であり、全てを網羅したものではありません。



ー

（４）検索のちょっとしたコツ

微粒子の凝集工程
（１）G03G9/08*凝集*会合
（２）G03G9/08*凝集*塩析
（３）G03G9/08*[凝集+会合+融合+合一]

乳化凝集法 G03G9/08,384*凝集*会合

ポリエスエル伸長トナ
（１）G03G9/08,331*G03G9/08,384
（２）G03G9/08*伸長*プレポリマー

非球形の湿式トナー
（１）形状係数+SF+非球形
（２）G03G9/08,384*[形状+異形]

凝集法に関連して使用される用語は、単独では一般的なものが多いので、IPC
と組み合わせて使用する方が絞り込みの効率が良い。

【FI・Ｆターム検索のコツ】

技術項目 対象IPC又はFI コツ

凝集工程を有する
トナー粒子製造方法

G03G9/08,381
G03G9/08,384

FI、Fタームのみによっては凝集・会合
の観点によって文献件数を絞ることは
難しいが、凝集・会合法トナーは比較
的新しい技術であるため、公開年の
選択により件数を絞ることが出来る。
また、上記検索式例やサーチ事例の
ように、特徴的な検索用語を用いるこ
とが有効である。

※　 ここで述べられた検索式等はあくまで例であって、ここで述べられた検
索式等で十分なサーチを行えるものではありません。
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４．サーチ事例

ＮＯ．１
出願番号 2000-375816

本願のサーチ
のポイント

・トナーの形状係数が1.2～1.6に中心値がある非球状トナーでクリーニング特性が向
上する点

・凝集会合法によりトナーの形状係数を制御している点

・クリーニングブレード当接角及び感光層幅との関係、感光体表面層がケイ素又は
フッ素化合物を含有する

事例とした理由 ＦＩ及びF-ターム両方を使用した検索が有効な技術である

サーチ方針 ・トナー製造方法G03G9/08,381、2H005AB00内をテキストで絞る

・クリーニングについてはクリーニングのＦタームを使用する

・感光体表面層については電子写真感光体のＦタームを使用する

使用ＤＢ 検索式 ヒット件数

備考

ＳＴＥＰ１ ＦＩ,Fター
[G03G9/08,381+AB00]*(凝集+会合+合一+乳化+融合+熟
成)/CL*(形状係数+ＳＦ+円形度+球形度+異形化+非球
形)/TX

134

本願のサーチのポイントは、凝集会合製法で形状係数が1.2～1.6の非球形状に制
御されたトナー製造方法にある。このような非球形状態を有するトナーにおいてク
リーニング特性が良好であることも文献中に記載されることが予測される。ＦＩとして
G03G9/08,381（トナー製造方法）とＦタームとしてAB00(トナーの製造)を使用し、この
中で凝集会合法によるトナーを絞り、トナーの形状についてテキスト検索して、実施
例ベースで形状係数1.2～1.6の範囲に65個数%以上が含まれるトナーをサーチす
る。
本検索式により、凝集会合製法で形状係数が1.2～1.6の範囲に65個数%以上が含ま
れたトナーであって、更に角がなく、最頻階級に含まれるトナー粒子と次最頻階級に
含まれるトナー粒子の相対度数の和が70%以上であるトナーを使用した画像形成方
法の文献１(特開２０００－２１４６２９号公報)がヒットした。但し、クリーニングブレード
の当接角度と感光体における支持体上の感光層幅とブレード幅との関係について
については記載はない。

ＳＴＥＰ２ FI,Fターム [2H034BF01+2H134HD01]*両端/TX 690

文献１のみで本願発明の進歩性を否定することはできないと考えられるので、次の
ポイントであるクリーニングブレードと感光層幅との関係について検索を行う。クリー
ニングに関してはG03G9/08内の文献には記載が少ないことが予測されるので、ク
リーニングのＦターム2H034・2H134で行い、感光層幅よりもブレード幅が広い点が特
徴であるからBF01・HD01(ブレードの構造・形状)を使用して感光層幅の検索を行
い、ブレード当接角については図面を見ながら併せてサーチしたところ、文献２(特開
平１１－３４４９１２号公報)文献３(特開２０００－１０３０７号公報)がヒットした。

ＳＴＥＰ３ FI,Fターム
[2H068AA04+G03G5/147,504]*[2H068BS58+(ケイ素+硅素
+Si+フッ素+弗素+Ｆ)/CL]

716

文献１，２のみで本願発明の進歩性を否定することはできないと考えられるので、次
のポイントである感光層表面層の組成について検索を行う。上記の式から文献４
（特開平３－４５９７８号公報）がヒットした。

※ヒット件数は実際と異なることがあります。
※お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。
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ＮＯ．２
出願番号 2003-12814

本願のサーチ
のポイント

・変性ポリエステル湿式分散粒子に対して、樹脂微粒子を分散液中に添加して表面
被覆する製造方法

・トナー母粒子のTgと樹脂微粒子のＴｇが相互に決まっている

・樹脂微粒子のＭｗと平均粒径が限定されている

事例とした理由 ＦＩ及びF-ターム両方を使用した検索が有効な技術である

サーチ方針 ・トナー製造方法G03G9/08,381、2H005AB00内をテキストで絞る

使用ＤＢ 検索式 ヒット件数

備考

ＳＴＥＰ１ ＦＩ,Fター G03G9/08,331*G03G9/08,381*(架橋+伸長)/CL 168

本願のサーチのポイントは、湿式造粒されたポリエステル伸長法トナー製造方法に
おいて、分散液中に樹脂微粒子が添加され、この樹脂微粒子のＴｇが50～70℃、樹
脂微粒子の添加量が0.3～2.0wt％である構成を探すことである。まず、本願実施例
に沿ってポリエステル伸長法に絞ってサーチを行う。

ＳＴＥＰ２ ＦＩ,Fター G03G9/08,381*[2H005CA08+G03G9/08,331]*分散/CL 594

ＳＴＥＰ１において、ポリエステル伸長法が請求項中に記載されているものに絞って
サーチを行ったが、更に、湿式製法において樹脂微粒子を添加している多層構造と
して、検索範囲を広げてサーチをした。本検索式により、湿式造粒されたポリエステ
ル伸長法トナーにおいて、分散液中に樹脂微粒子が添加されて表面層が形成され
ているトナーとして文献１（特開２００２－２８４８８１号公報）、湿式造粒において分散
液中に樹脂微粒子が添加されているトナーとして文献２（特開平８－１５２７４０号公
報）がヒットした。しかし、文献１にはトナー母粒子のＴｇが記載されておらず、樹脂微
粒子のＴｇがクレームの数値範囲外であり、文献２にはトナー母粒子・樹脂微粒子双
方のＴｇが記載されていない。更に両文献にはトナーの流出開始温度については記
載されていない。

ＳＴＥＰ３ FI,Fターム
[2H005AA11+2H005AA15+G03G9/08,311]*(樹脂微粒子+樹
脂粒子)/CL*(Ｔｇ+ガラス転移)/TX

359

文献１・２のみで本願発明の進歩性を否定することはできないと考えられるので、樹
脂微粒子により表面層形成したトナーにおいて、トナー母粒子と樹脂微粒子とのＴｇ
の関係性が記載されている文献をサーチする。樹脂微粒子により表面層形成する
技術に関しては、G03G9/08,372の有機外添剤とG03G9/08,311、2H005AA11カプセ
ルトナー、2H005AA15トナーの形状・構造を中心にして検索を行う。当該検索式によ
りサーチしたところ、文献３(特開２００１－２０９２１２号公報)及び文献４(特開平７－４
９５８２号公報)がヒットした。

ＳＴＥＰ４ FI,Fターム [2H005CA08+G03G9/08,331]*流出開始温度/TX 170

更にトナーのフローテスターで得られる流出開始温度について、ポリエステル樹脂を
メインバインダーとして使用したトナーにおいてサーチしたところ、文献４（特開２００
２－１４８８６６号公報）がヒットした。

※ヒット件数は実際と異なることがあります。

※お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。



ム

ＮＯ．３
出願番号 2002-255055

本願のサーチ
のポイント

・離型剤成分と樹脂成分からなるドメイン構造により定着性が良好であるトナー

・離型剤ドメインの分散状態と分散径を凝集会合製造法を採用することによって微
細に制御している

事例とした理由 ＦＩ及びF-ターム両方を使用した検索が有効な技術である

サーチ方針 ・トナー製造方法G03G9/08,381、2H005AB00内をテキストで絞る

・内添剤G03G9/08,365とワックス2H005CA13、CA14を検索範囲の軸にする

使用ＤＢ 検索式 ヒット件数

備考

ＳＴＥＰ１ ＦＩ,Fター
G03G9/08,365*G03G9/08381*(凝集+会合+融合+熟
成)/CL*(ドメイン+マトリックス+分散)/CL*径/CL

67

本願のサーチのポイントは、離型剤微粒子分散液を使用した凝集会合法トナーにお
いて、離型剤微粒子の分散径が制御されていることにある。このため、離型剤微粒
子分散液の液中分散径が記載されている文献、トナー内部のドメイン径が記載され
ている文献、凝集会合法において離型剤分散径を小さくする工程を有している文献
等を検索する。
本検索式により、文献１（特開２００２－２１４８２１号公報）がヒットした。文献１記載
のトナーは、凝集会合法においてトナーが樹脂と離型剤とによってドメインマトリック
ス構造を形成し、ドメインを形成する離型剤の分散径を小さくするための工程を有し
ており、ドメイン部分を形成する離型剤分散径及びドメインの重心が形成する多角
形の面積の数値限定が記載されている。

ＳＴＥＰ２ FI,Fターム
[G03G9/08,365+2H005CA13+2H005CA14]*(海島+ドメイン+マ
トリックス)/TX*　　(ｎｍ+μ)/TX

430

ＳＴＥＰ１のサーチ範囲は、凝集会合法トナーに限定した範囲であるのに対し、請求
項１は凝集会合製法に限定していないので、検索範囲が不十分であるため、更に離
型剤分散径について数値が記載されている文献をサーチする。当該検索式により
サーチしたところ、離型剤島－島間の平均距離が記載された文献２(特開平３－２９
６０６７号公報)及び文献３(特開平４－６９６６４号公報)がヒットした。

※ヒット件数は実際と異なることがあります。

※お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データ編 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｉ　Ｐ　Ｃ 階層 説　　　　明
G03G エレクトログラフィー；電子写真；マグネトグラフィー（記録担体と変換器

との間の相対的運動に基づいた情報記憶Ｇ１１Ｂ；情報の書込みまた
は読出しのための手段をそなえた静的記憶Ｇ１１Ｃ；テレビジョン信号
の記録Ｈ０４Ｎ５／７６）

<注> （１）このサブクラスは以下のものを包含する：
―電気量，または磁気量の画像に応じた分布を利用した原画像，また
は原ドキュメントに一致した永久可視像の形成
―中間の画像に応じた電気量または磁気量の分布を形成するよりどこ
ろ及びその形成方法が重要でないその中間分布を利用した永久可視
像の形成
（２）このサブクラスは以下のものを包含しない：
―原稿から複写物に画像情報を移転するための電気信号の利用，す
なわち，画像通信。ただし，これはＨ０４Ｎに包含される；
―静電像または磁気像を用いないで専ら熱像によって画像を形成する
もの。ただし，これはＢ４１Ｍ５／００に包含される；
―物理的に接触させないで，静電気力を用いることにより印刷原形か
ら被印刷面上へインクを移してプリントを作成するもの。ただし，これは
Ｂ４１Ｍに包含される；
―Ｂ４１Ｊ２／３８５，Ｂ４１Ｊ２／４３５に包含される，プリンティング材料
または印刷転写材料への電流の選択的供給または磁気もしくは放射
線の選択的適用により特徴づけられる選択的プリンティング機構［５］

<索引> 原画像の記録，部材および材料　５／００，７／００，９／００
エレクトログラフィーの工程および装置
帯電像を用いるもの　１３／００，１５／００
帯電像以外の像を用いるもの　１７／００
サーモプラスチックの変形を用いるもの　１６／００
磁気像を用いる工程および装置　１９／００
他に分類されない細部　８／００，１１／００，２１／００

G03G 9/00 現像剤
G03G 9/06 ･ 現像剤が電解質であるもの
G03G 9/08 ･ トナー粒子をもつもの
G03G 9/083 ・・ 磁性トナー粒子
G03G 9/087 ・・ トナー粒子用結合剤
G03G 9/09 ・・ トナー粒子用着色剤
G03G 9/093 ・・ カプセル化トナー粒子
G03G 9/097 ・・ 可塑剤；荷電制御剤
G03G 9/10 ・・ キャリャー粒子に特徴をもつもの

G03G 9/16 ・ グループ９／０６～９／１３５に分類されない現像剤，例．溶液，エア

１．本作成分野の分類データ

１－１　　Ｉ  P C 分 類 表



FI

グループ
/識別
階層
(ドット)

分識
階層
(ドット)

説　　　明

G03G9/00 現像材として用いる物質の選択

G03G9/06 ・ 　 現像剤が電解質であるもの

G03G 9/08 ・ トナー粒子を用いるもの
G03G 9/08,101 ・・ 磁性トナ－

G03G 9/08,301 ・・・ 磁性剤

G03G 9/08,302 ・・・・ 磁性剤の処理
G03G 9/08,311 ・・ マイクロカプセルトナ－

G03G 9/08,321 ・・ バインダ

G03G 9/08,325 ・・・ スチレン，アクリル系

G03G 9/08,331 ・・・ ポリエステル系

G03G 9/08,333 ・・・ エポキシ系

G03G 9/08,341 ・・ 添加剤

G03G 9/08,344 ・・・ 荷電制御剤
G03G 9/08,346 ・・・・ 負帯電性のもの

G03G 9/08,351 ・・・・ 正帯電性のもの

G03G 9/08,361 ・・・ 着色剤，カラ－トナ－

G03G 9/08,365 ・・・ その他の内部添加剤，例．有機系内添剤

G03G 9/08,368 ・・・・ 無機系内添剤

G03G 9/08,371 ・・・ その他の外部添加剤，表面処理剤

G03G 9/08,372 ・・・・ 有機系外添剤

G03G 9/08,374 ・・・・ 無機系外添剤

G03G 9/08,375 ・・・・・ シリカ，ケイ酸塩

G03G 9/08,381 ・・ 現像剤の製造
G03G 9/08,384 ・・・ 重合法によるもの〔例．懸濁重合法〕
G03G 9/08,391 ・・ 特殊プロセス用／特殊用途用トナ－〔例．ゼラチントナ－／捺染用，印

刷板用〕

G03G 9/08,392 ・・・ 昇華性／発色性トナ－

G03G 9/08,394 ・・・ 光導電性トナ－

G03G 9/10 ・・ 特殊なキャリャーとの混合（９／１４が優先）

G03G 9/10,311 ・・・ 鉄系キヤリア〔例．鉄粉キヤリア，表面の酸化処理，マグネタイトキヤ
リア〕

G03G 9/10,321 ・・・ フエライトキヤリア

G03G 9/10,331 ・・・ 複合芯キヤリア〔磁性体－バインダ分散タイプ〕

G03G 9/10,341 ・・・ キヤリア表面の処理
G03G 9/10,351 ・・・・ 樹脂によるキヤリア表面の被覆

G03G 9/10,352 ・・・・・ シリコ－ン系樹脂による被覆
G03G 9/10,354 ・・・・・ フツ素系樹脂による被覆

G03G 9/10,361 ・・・・ 表面被覆樹脂への添加剤

G03G 9/10,362 ・・・・・ 有機系添加剤

G03G 9/16 ・ グループ９／０６～９／１４に分類されない現像剤，例．溶液，エアゾー
ル

　１－２　　Ｆ Ｉ 分 類 表

なお、ＦＩハンドブックの情報については、

http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs

から入手することができます。



　1-3 　　Ｆ タ ー ム

2H005
電子写真における現像剤
G03G9/00-9/10,362;9/16

AA

AA00 AA01 AA02 AA03 AA05 AA06 AA08

トナ－ ・バインダ ・磁性剤 ・・磁性剤の処
理剤

・添加剤 ・・内添剤 ・・外添剤

AA11 AA12 AA13 AA15 AA18

・マイクロカプセ
ルトナ－

・・芯 ・・殻 ・トナ－の形状
／構造

・混合トナ－

AA21 AA25 AA26 AA27 AA29

・カラ－トナ－ ・特殊プロセス
用トナ－

・・光導電性トナ
－

・・昇華性／発
色性トナ－

・特殊用途

AB

AB00 AB01 AB02 AB03 AB04 AB05 AB06 AB07 AB09 AB10

トナ－の製造 ・トナ－粉の製
造

・・原料の製造 ・・トナ－粉体の
形成

・・・粉砕法 ・・・噴霧乾燥法 ・・・重合法 ・・・カプセル化
法

・・トナ－粉形成
後の処理

・キャリヤ／外
添剤との混合

BA

BA00 BA01 BA02 BA03 BA05 BA06 BA07

キャリヤ ・キャリヤ芯 ・・磁性芯 ・・・複合（磁性
剤－バインダ）
芯

・キャリヤ表面
の処理／被覆

・・樹脂被覆 ・・・添加剤

BA11 BA15 BA18

・キャリヤの製
造

・キャリヤの形
状／構造

・混合キャリヤ

CA

CA00 CA01 CA02 CA03 CA04 CA05 CA06 CA07 CA08 CA09

有機化合物 ・樹脂 ・・ビニル系 ・・・スチレン系 ・・・・スチレンと
アクリル系モノ
マ－との共重合

・・・・スチレンと
非アクリル系モ
ノマ－との共重
合

・・・・３元以上の
多元共重合

・・エポキシ系 ・・ポリエステル
系

・・ポリアミド系

CA11 CA12 CA13 CA14 CA15 CA16 CA17 CA18 CA20

・・フッ素系 ・・シリコン系 ・・ポリオレフィ
ン系

・・ワックス ・・その他の樹
脂（縮合系）

・・（特殊な）結
合形態

・・・架橋重合体 ・・・ブロック／グ
ラフト共重合体

・その他の高分
子化合物（天然
系）

CA21 CA22 CA23 CA25 CA26 CA28 CA30

・染／顔料 ・・含金属染／
顔料

・界面活性剤 ・有機金属化合
物

・有機Ｓｉ化合物 ・アミノ化合物 ・その他の低分
子化合物

CB

CB00 CB01 CB02 CB03 CB04 CB06 CB07 CB08 CB10

無機化合物 ・金属，金属化
合物

・・Ｆｅ，Ｆｅ化合
物

・・・Ｆｅ酸化物 ・・・フェライト ・・（Ｆｅ以外の）
金属

・・（Ｆｅ以外の）
金属の酸化物

・・（Ｆｅ以外の）
金属の塩

・・その他の金
属化合物

CB11 CB12 CB13 CB17 CB18 CB20

・非金属、非金
属化合物

・・非金属の酸
化物

・・・シリカ（ＳｉＯ
２）

・・ガラス ・・カ－ボンブ
ラック

・・その他の非
金属化合物

DA

DA00 DA01 DA02 DA03 DA04 DA05 DA06 DA07 DA08 DA09 DA10

成分の作用 ・荷電制御性 ・・負帯電性 ・・正帯電性 ・調色性 ・流動性 ・オフセット防止
性

・クリ－ニング性 ・電気抵抗の調
節

・・導電性 ・その他

EA

EA00 EA01 EA02 EA03 EA05 EA06 EA07 EA10

特性／数値の
限定

・電気的特性 ・磁気的特性 ・熱的特性 ・粒径、粒度分
布

・分子量 ・配合比 ・その他

FA

FA00 FA01 FA02 FA03 FA05 FA06 FA07

適用現像法 ・２成分現像法 ・・磁気ブラシ法 ・・カスケ－ド法 ・１成分現像法 ・・１成分磁性現
像法

・・１成分非磁性
現像法

FB

FB00 FB01 FB02 FB03 FB04 FB06 FB08

適用定着法 ・熱定着法 ・・熱ロ－ル定
着法

・・閃光定着法 ・高周波加熱定
着法

・圧力定着法 ・溶剤定着法

FC

FC00 FC01 FC03 FC04

適用転写法 ・静電転写法 ・押圧転写法 ・磁気転写法



 

２Ｈ００５ Ｆターム解説（抜粋） 
 

○技術内容 
【ＩＰＣカバー範囲】 
  Ｇ０３Ｇ９／００～９／１０，３６２； ９／１６ 

【テーマ技術の概要】 
光導電性を有する電子写真感光板をコロナ帯電器により一様に「帯電」した後、画像光を「露光」すると、

光が当った場は電荷が抜け、光の当らない部位は電荷が残る。このようにしてできた静電潜像を、感光板

に現像剤を接触させることにより、トナーを付着させて「現像」する。 

 感光板上のトナーはコロナ帯電器により紙に「転写」された後、加熱等により紙に「定着」され、コピーが

得られる。感光板は、「クリーニング」され、再使用される。 

現像側は、粉体からなる乾式現像剤と、液体からなる湿式現像剤とに大別される。 

現像剤の中には、最後に紙に定着されるべきトナー（着色微紛体）が必ず含まれる。 

また、乾式の現像剤には、キャリヤ（摩擦によりトナーに電荷を与える微粒子）を含んでいるもの（２成分現

像剤）と、含んでいないもの（１成分現像剤）とがある。 

 

○Ｆタームの説明 
【ＡＡトナー（調色剤）】 

AA00 トナー（調色剤）  

AA01 ・バインダ 

（結着剤、結合剤）ふつう樹脂からなる。  

AA02 ・磁性剤 

（例、マグネタイト、フェライト）  

AA03 ・磁性剤の処理剤  

AA05 ・添加剤 

トナーへの添加物  

AA06 ・・内添剤 

内部添加剤、トナー粉形成時に添加  

AA08 ・・外添剤 

外部添加剤、トナー粉形成後に添加  

AA11 ・マイクロカプセルトナー  

AA12 ・・芯 

マイクロカプセルの内核  

AA13 ・・殻 

マイクロカプセルの外殻  

AA15 ・トナーの形状／構造  

AA18 ・混合トナー 

２種（以上）の混合トナー  

AA21 ・カラートナー 

黒以外の着色トナー  

AA25 ・特殊プロセス用トナー 

（例、ゼラチントナー）  

 



 

AA26 ・・光導電性トナー 

（例、光電気泳動用トナー、はがき用トナーｅｔｃ．）

AA27 ・・昇華性／発色性トナー  

AA29 ・特殊用途 

捺染、印刷板  

【ＡＢトナーの製造】 

AB00 トナーの製造  

AB01 ・トナー粉の製造  

AB02 ・・原料の製造  

AB03 ・・トナー粉体の形成  

AB04 ・・・粉砕法 

混練→粉砕  

AB05 ・・・噴霧乾燥法  

AB06 ・・・重合法 

縣濁重合、乳化重合、溶液重合 

AB07 ・・・カプセル化法 

マイクロカプセルトナーの製造 

AB09 ・・トナー粉形成後の処理 

（例、熱処理工程）  

AB10 ・キャリヤ／外添剤との混合  

 

【ＢＡキャリヤ】 

BA00 キャリヤ  

BA01 ・キャリヤ芯  

BA02 ・・磁性キャリヤ芯 

（例、Ｆｅ、Ｎｉ、フェライト）  

BA03 ・・・複合（磁性剤ーバインダ）芯 

（樹脂）バインダ中に磁性剤を分散させたキャリヤ

BA05 ・キャリヤ表面の処理・被覆 

キャリヤ表面の処理  

BA06 ・・樹脂被覆 

樹脂による被覆  

BA07 ・・・添加剤 

キャリヤ被覆層への添加剤  

BA11 ・キャリヤの製造 

キャリヤの製造法  

BA15 ・キャリヤの形状／構造  

BA18 ・混合キャリヤ 

２種（以上）の混合キャリヤ  

 

【ＣＡ有機化合物】 

CA00 有機化合物  

CA01 ・樹脂 

合成樹脂、天然樹脂  

 



 

CA02 ・・ビニル系 

ビニル系モノマーの重合  

CA03 ・・・スチレン系 

スチレン系モノマーを含むもの  

CA04 ・・・・スチレンとアクリル系モノマーとの共重合  

CA05 ・・・・スチレンと非アクリル系モノマーとの共重合  

CA06 ・・・・３元以上の多元共重合 

スチレン系モノマーを含む３元以上の多元共重合体  

CA07 ・・エポキシ系 

エポキシ樹脂  

CA08 ・・ポリエステル系 

ポリエステル樹脂  

CA09 ・・ポリアミド系 

ポリアミド樹脂  

CA11 ・・フッ素系 

フッ素樹脂（例、ポリテトラフルオロエチレン）  

CA12 ・・シリコン系 

シリコーン樹脂  

CA13 ・・ポリオレフィン系 

（例、ポリエチレン〔低分子量ポリエチレンも含む〕、ポリプロピレン）

CA14 ・・ワックス  

CA15 ・・その他の樹脂  

CA16 ・・（特殊な）結合形態 

樹脂の結合形態に特徴があるもの  

CA17 ・・・架橋重合体  

CA18 ・・・ブロック／グラフト共重合体  

CA20 ・その他の高分子化合物  

CA21 ・染／顔料 

有機系の染料、顔料  

CA22 ・・含金属染／顔料  

CA23 ・界面活性剤  

CA25 ・有機金属化合物 

（例、チタンカップリング剤）  

CA26 ・有機Ｓｉ化合物 

（例、シラン化合物）  

CA28 ・アミノ化合物  

CA30 ・その他の低分子化合物  

【ＣＢ無機化合物】 

CB00 無機化合物  

CB01 ・金属、金属化合物  

CB02 ・・Ｆｅ、Ｆｅ化合物 

（例、鋼）  

CB03 ・・・Ｆｅ酸化物 

（例、マグネタイト、Ｆｅ Ｏ 、Ｆｅ Ｏ ） 

 



 

CB04 ・・・フェライト  

CB06 ・・（Ｆｅ以外の）金属 

（例、ニッケル、銅）  

CB07 ・・（Ｆｅ以外の）金属の酸化物 

（例、Ａｌ Ｏ ）  

CB08 ・・（Ｆｅ以外の）金属の塩  

CB10 ・・その他の金属化合物  

CB11 ・非金属、非金属化合物  

CB12 ・・非金属の酸化物  

CB13 ・・・シリカ（ＳｉＯ ）  

CB17 ・・ガラス  

CB18 ・・カーボンブラック  

CB20 ・・その他の非金属化合物  

 

【DA成分の作用】 

DA00 成分の作用  

DA01 ・荷電制御性  

DA02 ・・負帯電性  

DA03 ・・正帯電性  

DA04 ・調色性  

DA05 ・流動性  

DA06 ・オフセット防止性 

DA07 ・クリーニング性  

DA08 ・電気抵抗の調節 

DA09 ・・導電性  

DA10 ・その他  

 

【EA特性／数値の限定】 

EA00 特性／数値の限定  

EA01 ・電気的特性 

（例、導電率、抵抗、誘電率、帯電率ｅｔｃ．）

EA02 ・磁気的特性 

（例、保持力、飽和磁化、密度ｅｔｃ．）  

EA03 ・熱的特性 

（例、Ｔｇ、軟化点、粘度ｅｔｃ．）  

EA05 ・粒径、粒度分布  

EA06 ・分子量 

（例、数平均分子量ｅｔｃ．）  

EA07 ・配合比  

EA10 ・その他  

【ＦＡ適用現像法 適用する乾式現像法】 

FA00 適用現像法 

 



 

適用する乾式現像法 

FA01 ・２成分現像法  

FA02 ・・磁気ブラシ法  

FA03 ・・カスケード法  

FA05 ・１成分現像法  

FA06 ・・１成分磁性現像法 

FA07 ・・１成分非磁性現像法

【ＦＢ適用定着法】 

FB00 適用定着法  

FB01 ・熱定着法  

FB02 ・熱ロール定着法  

FB03 ・・閃光定着法（フラツシュ定着）  

FB04 ・・高周波加熱法（マイクロ波加熱定着） 

FB05 ・圧力定着法  

FB06 ・溶剤定着法  

【ＦＣ適用転写法】 

FC00 適用転写法  

FC01 ・静電転写法 

FC03 ・押圧転写法 

FC04 ・磁気転写法 

 
 
○「観点」「ターム」および「その他のターム」の利用上の注意点 
（１）観点を表すターム（記号００）及び「その他」のタームの付与指示 
・観点ＣＡ、ＣＢ、ＤＡ、ＥＡにおいては、適切なタームを選択できないときには、「・その

他」のタームを付与し、観点を表わすターム（記号００）は付与しない。 
・観点ＦＡ、ＦＢ、ＦＣにおいては、観点を表わすターム（記号００）は通常付与しない。 
・観点ＡＡ、ＢＡ、ＡＢにおいては、観点を表わすターム（記号００）は、上位概念ターム

及び「その他」として使用（付与）する。 
（２）タームの選択 
・一観点中であっても該当するタームが複数あれば複数付与する。 

 



　１－４　　Ｅ　Ｃ　Ｌ　Ａ　分　類　表

ＥＣＬＡ 説　　　明

G03G9/00 Developers
G03G9/06 . the developer being electrolytic
G03G9/08 . with toner particles
G03G9/08B . . [N: Preparation methods]
G03G9/08B2 . . . [N: whereby the components are brought together in a liquid dispersing medium] [C9505]
G03G9/08B2B . . . . [N: whereby chemical synthesis of at least one of the toner components takes place] [N9502]
G03G9/08B4 . . . [N: by dry mixing the toner components in solid or softened state] [N9502]

G03G9/08B6 . . . 
[N: by mixing the toner components in a liquefied state; melt kneading; reactive mixing]
[N9502][C9505]

G03G9/08B8 . . . [N: Pretreatment of components] [N9502]
G03G9/08B10 . . . [N: Post-treatment] [N9502]
G03G9/08B12 . . . [N: Separation; Classifying] [N9502][C9505]
G03G9/08D . . [N: characterised by the dimensions of the particles]
G03G9/08P . . [N: characterised by physical parameters (magnetic parameters G03G9/083)]
G03G9/08P2 . . . [N: Electric parameters]

G03G9/08S . . 
[N: characterised by their structure; characterised by non-homogenuous distribution of
components (microcapsular toners G03G9/093)] [C9702]

G03G9/08T . . [N: characterised by their shape, e.g. degree of sphericity] [N9702]
Note
In groups G03G9/083 to G03G9/135, in the absence of an indication to the contrary, an
invention is classified in the last appropriate place.

G03G9/083 . . Magnetic toner particles
G03G9/083B . . . [N: Chemical composition of the magnetic components]
G03G9/083B2 . . . . [N: Metals]
G03G9/083B4 . . . . [N: Oxides]
G03G9/083B6 . . . . [N: Non-magnetic inorganic compounds chemically incorporated in magnetic components]
G03G9/083D . . . [N: Magnetic parameters of the magnetic components]
G03G9/083E . . . [N: Other physical parameters of the magnetic components]
G03G9/083F . . . [N: Structural characteristics of the magnetic components, e.g. shape,crystallographic structure]
G03G9/083S . . . [N: Size of magnetic components]

G03G9/083T . . . 
[N: Treatment of the magnetic components; Combination of the magnetic components with non-
magnetic materials (G03G9/083B6 takes precedence)]

G03G9/087 . . Binders for toner particles

G03G9/087B . . . 
[N: comprising macromolecular compounds obtained by reactions only involving carbon-to-
carbon unsaturated bonds]

G03G9/087B1 . . . . [N: Polyalkenes]
G03G9/087B2 . . . . [N: Polymers of alkenyl-aromatic compounds]
G03G9/087B2B . . . . . [N: Copolymers of styrene]
G03G9/087B2B2 . . . . . . [N: with esters of acrylic or methacrylic acid]
G03G9/087B3 . . . . [N: Polyvinylhalogenides]
G03G9/087B3B . . . . . [N: containing chlorine, bromine or iodine]
G03G9/087B3B2 . . . . . . [N: Polyvinylchloride]
G03G9/087B3D . . . . . [N: containing fluorine]

G03G9/087B4 . . . . 
[N: Polyvinylalcohols; Polyallylalcohols; Polyvinylethers; Polyvinylaldehydes;Polyvinylketones;
Polyvinylketals]

G03G9/087B5 . . . . [N: Polyvinylesters]
G03G9/087B6 . . . . [N: Polymers of unsaturated acids or derivatives thereof]
G03G9/087B6B . . . . . [N: Polymers of esters]
G03G9/087B6D . . . . . [N: Polymers of nitriles]
G03G9/087B6F . . . . . [N: Polymers of unsaturated polycarboxylic acids]

G03G9/087B7 . . . . 
[N: Polymers of unsaturated cyclic compounds having no unsaturated aliphatic groups in a side-
chain, e.g. coumarone-indene resins]

G03G9/087B8 . . . . [N: Polymers derived from conjugated dienes]
G03G9/087B9 . . . . [N: Polymers comprising hetero rings in the side chains]

G03G9/087D . . . 
[N: comprising macromolecular compounds obtained otherwise than by reactions only involving
carbon-to-carbon unsaturated bonds]

G03G9/087D1 . . . . [N: Polyacetals]
G03G9/087D2 . . . . [N: Condensation polymers of aldehydes or ketones]
G03G9/087D2B . . . . . [N: Phenoplasts]
G03G9/087D2D . . . . . [N: Aminoplasts]
G03G9/087D3 . . . . [N: Epoxyresins]
G03G9/087D4 . . . . [N: Polyesters]
G03G9/087D5 . . . . [N: Polycarbonates]
G03G9/087D6 . . . . [N: Polyethers]



ＥＣＬＡ 説　　　明

G03G9/087D7 . . . . [N: Other polymers having oxygen as the only heteroatom in the main chain]
G03G9/087D8 . . . . [N: Polyureas; Polyurethanes]
G03G9/087D9 . . . . [N: Polyamides, e.g. polyesteramides]
G03G9/087D10 . . . . [N: Other polymers having nitrogen in the main chain, with or without oxygen or carbon only]
G03G9/087D11 . . . . [N: Polymers having sulfur in the main chain, with or without oxygen,nitrogen or carbon only]
G03G9/087D12 . . . . [N: Polymers having silicon in the main chain, with or without sulfur, oxygen,nitrogen or carbon
G03G9/087F . . . [N: Natural macromolecular compounds or derivatives thereof]
G03G9/087F1 . . . . [N: Cellulose or derivatives thereof]
G03G9/087F2 . . . . [N: Natural rubber]
G03G9/087F3 . . . . [N: Waxes]

G03G9/087H . . . 
[N: Macromolecular material not specially provided for in a single one of groups G03G9/087B to
G03G9/087F]

G03G9/087H1 . . . . [N: Graft polymers]
G03G9/087H2 . . . . [N: Block polymers]
G03G9/087H3 . . . . [N: characterised by the presence of specified groups or side chains][C9602]
G03G9/087H4 . . . . [N: Crosslinked polymers]

G03G9/087H5 . . . . 
[N: characterised by their chemical properties, e.g. acidity, molecular weight,sensitivity to
reactants] [N9602]

G03G9/087H6 . . . . 
[N: characterised by their physical properties, e.g. viscosity, solubility,melting temperature,
softening temperature, glass transition temperature][N9602]

G03G9/09 . . Colouring agents for toner particles
G03G9/09B . . . [N: Inorganic compounds]
G03G9/09B1 . . . . [N: Carbon black]
G03G9/09D . . . [N: Organic dyes]
G03G9/09D1 . . . . [N: Anthracene dyes]
G03G9/09D2 . . . . [N: Azo dyes]
G03G9/09D3 . . . . [N: Indigoid; Diaryl and Triaryl methane; Oxyketone dyes]
G03G9/09D4 . . . . [N: Acridine; Azine; Oxazine; Thiazine-; (Xanthene-) dyes]
G03G9/09D5 . . . . [N: Quinoline; Polymethine dyes]
G03G9/09D6 . . . . [N: Phthalocyanine dyes]
G03G9/09D7 . . . . [N: Quinacridones]
G03G9/09D8 . . . . [N: Formazane dyes; Nitro and Nitroso dyes; Quinone imides; Azomethine dyes]
G03G9/09D10 . . . . [N: Dyes characterised by specific substituents]
G03G9/09F . . . [N: characterised by physical or chemical properties]
G03G9/09H . . . [N: Compounds capable to generate colouring agents by chemical reaction]
G03G9/093 . . Encapsulated toner particles
G03G9/093B . . . [N: specified by the shell material]
G03G9/093B2 . . . . [N: Macromolecular compounds]
G03G9/093B2B . . . . . [N: obtained by reactions only involving carbon-to-carbon unsaturated bonds]
G03G9/093B2D . . . . . [N: obtained otherwise than by reactions only involving carbon-to-carbon unsaturated bonds]
G03G9/093B4 . . . . [N: Non-macromolecular organic compounds]
G03G9/093B6 . . . . [N: Inorganic compounds]
G03G9/093D . . . [N: specified by the core material]
G03G9/093D2 . . . . [N: Macromolecular compounds]
G03G9/093D2B . . . . . [N: obtained by reactions only involving carbon-to-carbon unsaturated bonds]
G03G9/093D2D . . . . . [N: obtained otherwise than by reactions only involving carbon-to-carbon unsaturated bonds]
G03G9/093D4 . . . . [N: Non-macromolecular organic compounds]
G03G9/093D6 . . . . [N: Inorganic compounds]
G03G9/093F . . . [N: Preparation thereof]
G03G9/097 . . Plasticisers; Charge controlling agents
G03G9/097B . . . [N: Inorganic compounds]
G03G9/097B1 . . . . [N: treated with organic compounds]
G03G9/097B3 . . . . [N: Silicon-oxides; Silicates] [N9704]
G03G9/097D . . . [N: Organic compounds (G03G9/087F3 takes precedence)]
G03G9/097D1 . . . . [N: cationic]
G03G9/097D2 . . . . [N: anionic]
G03G9/097D3 . . . . [N: comprising a heterocyclic ring]
G03G9/097D4 . . . . [N: comprising fluorine]

G03G9/097D6 . . . . 
[N: containing atoms other than carbon, hydrogen or oxygen (G03G9/097D1 to G03G9/097D4
take precedence)] [N9602]

G03G9/097F . . . [N: Organo-metallic compounds]
G03G9/097F1 . . . . [N: Metallic soaps of higher carboxylic acids]
G03G9/10 . . characterised by carrier particles
G03G9/107 . . . having magnetic components
G03G9/107B . . . . [N: Carrier particles having a multi-layered structure; Carrier particles comprising a core]
G03G9/113 . . . having coatings applied thereto
G03G9/113B . . . . [N: Coating methods; Structure of coatings]
G03G9/113D . . . . [N: Macromolecular components of coatings]



ＥＣＬＡ 説　　　明

G03G9/113D2 . . . . . [N: obtained by reactions only involving carbon-to-carbon unsaturated bonds]
G03G9/113D2B . . . . . . [N: containing fluorine atoms]
G03G9/113D4 . . . . . [N: obtained otherwise than by reactions only involving carbon-to-carbon unsaturated bonds]
G03G9/113D4B . . . . . . [N: containing silicon atoms]
G03G9/113D6 . . . . . [N: being crosslinked]
G03G9/113F . . . . [N: Non-macromolecular organic components of coatings]
G03G9/113H . . . . [N: Inorganic components of coatings]

G03G9/16 . Developers not provided for in groups G03G9/06 to G03G9/135, e.g. solutions,aerosols



２． 出願データ                              

電子写真用トナー分野の出願データ 

第１図 出願件数上位１０社 

■2002年■ ■2003年■
出願件数 出願件数

1位 株式会社リコー 248 1位 株式会社リコー 260
2位 キヤノン株式会社 183 2位 キヤノン株式会社 227
3位 セイコーエプソン株式会社 84 3位 セイコーエプソン株式会社 115
4位 富士ゼロックス株式会社 60 4位 コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 99
5位 花王株式会社 50 5位 京セラミタ株式会社 63
6位 コニカミノルタホールディングス株式会社 49 6位 富士ゼロックス株式会社 59
7位 大日本インキ化学工業株式会社 45 7位 コニカミノルタホールディングス株式会社 46
8位 日本ゼオン株式会社 43 8位 花王株式会社 44
9位 シャープ株式会社 41 9位 シャープ株式会社 39

10位 トッパン・フォームズ株式会社 40 10位 日本ゼオン株式会社 34

■2004年■ ■2005年■
出願件数 出願件数

1位 株式会社リコー 226 1位 株式会社リコー 235
2位 キヤノン株式会社 176 2位 富士ゼロックス株式会社 170
3位 富士ゼロックス株式会社 119 3位 キヤノン株式会社 130
4位 京セラミタ株式会社 71 4位 コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 69
5位 セイコーエプソン株式会社 69 5位 花王株式会社 65
6位 花王株式会社 52 6位 京セラミタ株式会社 60
7位 コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 45 7位 シャープ株式会社 52
8位 シャープ株式会社 43 8位 日本ゼオン株式会社 46
9位 東洋インキ製造株式会社 34 9位 ゼロックス　コーポレイション 20

10位 日本ゼオン株式会社 33 9位 松下電器産業株式会社 20

■2006年■
出願件数

1位 株式会社リコー 263
2位 キヤノン株式会社 150
3位 富士ゼロックス株式会社 139
4位 コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 92
5位 花王株式会社 80
6位 京セラミタ株式会社 63
7位 シャープ株式会社 41
8位 セイコーエプソン株式会社 40
9位 カシオ電子工業株式会社 28
9位 ゼロックス　コーポレイション 28

申請人氏名

申請人氏名

申請人氏名 申請人氏名

申請人氏名

 
 

第２図 出願件数             第３図 審査請求件数 

 

（出願年） 

（件数） （件数） 

（審査請求年） 


